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1) 象牙芽細胞は分化するにしたがって胞体内の象牙質側にrough surfacedのendoplasm ic reticulum
を増生する｡
2) 幼君および成熟期の象牙芽細胞は, 細胞相互の結合状態において desm osom e を形成している｡
3) 石灰化前期の予成象牙質の基質内には, 象牙芽細胞胞体内に含有されているOrganella と同様のも
のを確認することができる｡
4) 予成象牙質層と残部象牙質層との境界は不規則な凹凸状を呈している.
5) 象牙質基質は謬原線維網問に充満する多数の sm all fibrils から構成されている｡
6) 深部象牙質に認められる sm all fibrils は浅部のものに比べて, その径は太く, また結晶状構造を
呈 している｡
7) 象牙質基質と象牙細管周囲基質の sm all fibrils において hydroxy-apatite の電子回折像が観察
された｡
8) O dontoblastic process 中には細胞胞体内に含有されると同様の Organella が認められる｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
じゅうらい研究操作上困難祝された歯牙硬組織の電顕的研究について, 細心な注意のもとに象牙質形成
過程に関して電顕的観察を加えて, つぎのような注目すべき知見をえた｡
1) 象牙芽細胞は分化するにしたがって象牙質側胞体内に粗面小胞体を増生し, 石灰期前期の P reden-
tine の基質内には象牙芽細胞体内の O rganella が確認される｡ 象牙芽細胞は幼君および成熟期をとわ
ず, D esm osom e を形成している｡
2) 象牙質基質は勝原線維網問に充満する多数のsm allfibrilsから構成されているO このsm allfibrils
は深部のものはその経太く結晶状構造をていし, そのなかに hydroxy-apatite の電子回折像がみとめら
れた｡
3) O dontoblastic process 中には胞体内と同様の Organella が認められ, 境界膜によって周囲基質
と明瞭に境され, 周囲を囲綾する基質は sm all fibrils の密網眼からなっている｡ 電子回折像によって,
象牙細管周囲の基質は他の基質よりも石灰化が高度にすすんでいることを明らかにした｡
以上象牙質形成過程に関して電顕的に種々の新知見をもたらしたものであり, 医学博士の学位論文とし
て価値あるものと認定する｡
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